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れ
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

取
り
ま
と
め
の
中
で
角
田
氏
は
「
カ
ラ
ダ
に

染
み
つ
い
て
し
ま
っ
た
も
の
を
変
え
な
く
て
は

い
け
な
い
。
ま
ず
は
大
人
が
、
ど
う
や
っ
て
変

え
る
か
が
最
大
の
課
題
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

 

［
東
信
署
］
十
一
月
二
十
六
日
、
東
信
森
林
管

理
署
と
長
野
県
林
業
セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
「
伐

採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」
の
説
明
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

林
業
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
、
東
信
地
方
で

は
初
め
て
の
取
組
と
し
て
、
高
性
能
林
業
機
械

を
使
用
し
て
枝
条
を
整
理
し
、
す
ぐ
に
カ
ラ
マ

ツ
コ
ン
テ
ナ
苗
を
植
栽
す
る
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
を
実
施
し
、
ま
た
、
攻
め
の
農
林
水
産
業
の

実
現
に
向
け
た
革
新
的
技
術
緊
急
展
開
事
業
の

「
コ
ン
テ
ナ
苗
を
利
用
し
た
低
コ
ス
ト
再
造
林

技
術
の
実
証
研
究
」
と
し
て
、
林
業
セ
ン
タ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
試
験
研
究
機
関
に
よ
り
、
コ

ス
ト
分
析
等
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

説
明
会
に
は
、
上
小
・
佐
久
地
方
の
林
業
事

業
体
や
林
業
関
係
者
等
約
七
十
名
が
参
加
し
、

午
前
中
は
、
浅
間
山
国
有
林
で
作
業
シ
ス
テ
ム

の
説
明
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
付
道
具
や
植
栽
方

法
の
説
明
後
、
埼
玉
式
と
林
業
セ
ン
タ
ー
式
の

ニ
ホ
ン
ジ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
状
況
を
視
察

し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
会
場
を
室
内
へ
移
動
し
、
林
野

庁
、
森
林
総
合
研
究
所
、
林
業
セ
ン
タ
ー
、
信

州
大
学
の
担
当
者
か
ら
全
国
の
一
貫
シ
ス
テ
ム

の
動
向
、
実
証
研
究
の
状
況
や
今
回
の
調
査
結

果
、
当
地
域
で
の
留
意
点
等
に
つ
い
て
、
ま
た

コ
ン
テ
ナ
苗
生
産
者
の
立
場
と
し
て
長
野
県
山

林
種
苗
共
同
組
合
か
ら
育
苗
の
現
況
が
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
村
森
林
整
備
部
長
の
進
行
で
討

論
が
行
わ
れ
、
林
業
事
業
体
か
ら
多
く
の
質

問
・
意
見
が
出
さ
れ
、
熱
心
に
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
関
心
は
高

く
、
東
信
地
方
に
お
い
て
「
伐
採
・
造
林
一
貫

作
業
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
東
濃
署
］
十
月
十
八
日
～
十
九
日
、
中
津
川

市
付
知
・
加
子
母
地
区
に
お
い
て
、
木
曽
ヒ
ノ

キ
備
林
や
地
域
の
木
造
施
設
等
の
見
学
会
「
ご

神
木
の
里
で
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
文
化
と
歴
史
を
語

ろ
ま
い
か
」
が
開
催
さ
れ
、
地
元
岐
阜
県
や
愛

知
、
三
重
、
遠
方
は
東
京
か
ら
応
募
し
た
十
一

名
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。
木
曽
ヒ
ノ
キ
を
は

じ
め
古
く
か
ら
森
林
や
木
材
と
の
関
わ
り
の
中

で
育
ま
れ
て
き
た
こ
の
地
域
の
歴
史
や
文
化
を

多
く
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
地
元

関
係
者
で
組
織
さ
れ
た
裏
木
曽
古
事
の
森
育
成

協
議
会
が
主
催
し
、
今
年
で
二
回
目
と
な
り
ま

す
（
共
催
：
東
濃
森
林
管
理
署
）。

　

一
日
目
は
、
東
濃
署
で
の
開
会
式
の
あ
と
、

木
曽
全
山
の
総
鎮
守
で
あ
る
護
山
神
社
で
、
宮

司
よ
り
御
由
諸
を
聞
き
、
中
津
川
市
指
定
天
然

記
念
物
の
「
井
出
之
小
路
の
木
曽
大
ヒ
ノ
キ
の

標
本
」（
初
代
大
ヒ
ノ
キ
）
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

樹
齢
九
百
五
十
年
、
直
径
二・三
八
㍍
×
一
・

九
五
㍍
と
い
う
大
き
さ
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
か

ら
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
次
に
、
江
戸

時
代
に
尾
張
藩
か
ら
裏
木
曽
三
か
村
（
加
子

母
、
付
知
、
川
上
）
の
山
守
を
任
さ
れ
た
内
木

家
を
訪
問
し
、
二
十
代
目
ご
当
主
か
ら
当
時
の

山
守
の
仕
事
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。
カ

ヤ
の
大
木
が
そ
び
え
る
表
門
を
く
ぐ
り
、
江
戸

時
代
か
ら
続
く
母
屋
の
い
ろ
り
を
囲
ん
で
会
話

が
弾
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
森
林
組
合
の
木
材

市
場
、
古
刹
「
宗
敦
寺
」、
そ
の
本
堂
の
新
築

を
請
け
負
っ
た
宮
大
工
工
房
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
を

用
い
た
神
棚
の
製
造
工
場
、
御
嶽
参
り
の
街
道

と
し
て
賑
わ
っ
た
王
滝
新
道
の
起
点
「
辻
堂
」

を
巡
り
、
こ
の
地
域
の
文
化
や
匠
の
技
を
ご
紹

介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
夕
食
後
は
、
地
元
郷
土

史
家
ら
三
名
が
「
裏
木
曽
地
域
と
御
杣
山
の
歴

史
」「
三
つ
緒
伐
り
の
伝
統
を
守
る
」「
木
曽
ヒ

ノ
キ
と
歴
史
的
建
造
物
」
に
つ
い
て
話
題
を
提

供
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
も
交
え
て
夜
遅
く
ま
で
参

加
者
と
地
元
関
係
者
の
温
か
い
交
流
が
続
き
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
内
の
木

曽
ヒ
ノ
キ
備
林
を
東
濃
署
職
員
が
ご
案
内
し

て
、
平
成
十
七
年
に
行
わ
れ
た
伊
勢
神
宮
の
御

用
材
（
ご
神
木
）
伐
採
式
跡
地
、
珍
し
い
ヒ
ノ

キ
と
サ
ワ
ラ
の
合
体
木
、
初
代
大
ヒ
ノ
キ
の
後

継
木
で
裏
木
曽
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
二
代
目
大

ヒ
ノ
キ
な
ど
を
見
学
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
天
気
も
よ
く

　
「
ご
神
木
の
里
で
木
曽
ヒ
ノ
キ
の
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文
化
と
歴
史
を
語
ろ
ま
い
か
」
が

�

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

埼玉式ニホンジカ防護ネット設置の様子

いろりを囲んで裏木曽三か村の
山守の話を聞く参加者の皆さん
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と
は
、

経
済
活
動
や
開
発
を
自
然
環
境
と
調
和
さ
せ
、
住
み
よ

い
地
球
を
次
世
代
に
残
す
た
め
の
活
動
や
教
育
を
意
味

し
気
候
変
動
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
貧
困
な
ど
幅
広
い
課
題

を
含
ん
で
い
ま
す
。

伐
採
・
造
林
一
貫

�

作
業
シ
ス
テ
ム
の
説
明
会

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り
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楽
し
い
ツ
ア
ー
で
嬉
し
か
っ
た
。
ま
た
、
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
の
も
て
な
し
が
良
か
っ
た
。」

「
め
っ
た
に
行
け
な
い
場
所
を
見
に
行
け
て
凄

く
良
か
っ
た
。
死
ぬ
ま
で
に
一
度
大
ヒ
ノ
キ
が

見
た
か
っ
た
の
で
大
変
嬉
し
か
っ
た
。
こ
こ
は

観
光
資
源
が
沢
山
あ
る
場
所
な
の
で
羨
ま
し
い

で
す
。」「
見
学
す
る
場
所
で
の
説
明
が
丁
寧
で

と
て
も
分
か
り
や
す
く
良
か
っ
た
。
今
後
、
こ

う
い
う
良
い
ツ
ア
ー
を
着
地
型
観
光
に
結
び
付

け
て
い
け
る
と
良
い
で
す
ね
。」
な
ど
の
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
三
浦
八
郎
・
協
議
会
会
長
は
、

「
こ
の
見
学
会
は
参
加
者
の
皆
さ
ん
か
ら
好
評

を
い
た
だ
き
、
地
元
の
価
値
を
見
直
す
機
会
に

も
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
、
地

域
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。」
と
語
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

東
濃
署
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
伝
え
る
取
組
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
岐
阜
署
］
岐
阜
労
働
局
か
ら
新
任
の
労
働
基

準
監
督
官
の
実
地
訓
練
と
し
て
林
業
の
現
地
を

勉
強
さ
せ
て
ほ
し
い
と
の
協
力
依
頼
が
あ
り
、

十
一
月
二
十
日
、
七
名
の
訓
練
生
を
受
け
入
れ

ま
し
た
。

　

最
初
に
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
三
村
森
林
技
術
普
及
専
門
官
が
、
伐
倒
の

方
法
・
か
か
り
木
処
理
・
集
材
機
集
材
に
つ
い

て
模
型
を
使
っ
た
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
訓
練

生
か
ら
は
、
安
全
な
か
か
り
木
処
理
や
集
材
装

置
の
動
き
等
に
つ
い
て
活
発
な
質
問
が
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
場
所
を
門
坂
国
有
林
に
移
し
、

チ
ェ
ン
ソ
ー
に
よ
る
伐
倒
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ

る
伐
倒
・
枝
払
い
・
造
材
の
見
学
を
通
じ
路
網

に
よ
る
作
業
シ
ス
テ
ム
等
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

説
明
の
一
部
を
、
岐
阜
署
の
平
成
二
十
六
年

度
採
用
者
が
行
う
な
ど
、
当
方
の
人
材
育
成
に

も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、
カ
モ
シ

カ
の
見
送
り
を
受
け
、
大
変
有
意
義
な
訓
練
で

あ
っ
た
と
の
感
想
も
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
労
働
基
準
監
督
官
と
し
て
全
国
で
立

派
に
活
躍
さ
れ
る
一
助
に
な
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。　

 

［
東
濃
署
］
十
月
二
十
二
日
～
二
十
四
日
、
中

津
川
市
加
子
母
裏
木
曽
国
有
林
等
に
お
い
て
、

付
知
中
学
校
二
年
生
二
名
を
受
け
入
れ
職
場
体

験
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

間
伐
現
場
で
の
検
知
や
測
量
、
立
木
調
査
を

実
施
し
た
り
、
土
木
業
務
で
使
用
す
る
測
量
器

械
の
取
扱
い
を
学
び
ま
し
た
。
国
有
林
の
中
で

行
わ
れ
て
い
る
復
旧
治
山
の
現
場
で
は
、
工
事

方
法
の
説
明
を
受
け
た
ほ
か
安
全
帯
を
つ
け
て

斜
面
の
吊
下
が
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、「
工
事
現
場
で
は
実
際
に
実

施
し
て
い
る
人
と
同
じ
姿
勢
に
成
っ
て
初
め

て
気
持
ち
が
わ
か
っ
た
。」、「
間
伐
は
迫
力
が

あ
っ
て
す
ご
か
っ
た
。」「
何
事
に
も
真
剣
に
取

り
組
む
こ
と
を
学
ん
だ
。」
と
体
験
の
感
想
を

述
べ
て
く
れ
ま
し
た
。
東
濃
森
林
管
理
署
と
し

て
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
捉
え
、
地
域
の
取
組

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

か
つ
て
木
曽
ヒ
ノ
キ
や
天
然
広
葉
樹
を
運
材

し
、
地
域
住
民
に
愛
さ
れ
続
け
て
き
た
森
林
鉄

付
知
中
学
校
生
徒
林
業
体
験

岐
阜
労
働
局
新
任
労
働
基
準
監
督
官

�

の
実
地
訓
練
受
け
入
れ森林技術・支援センターで説明を聞く訓練生

現地で説明を受ける様子

職員から署の業務について説明を受ける生徒

二代目大ヒノキの前で記念写真

寄
　
稿
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道
に
関
す
る
思
い
出
や
楽
し
い
出
来
事
な
ど

を
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
か
ら
、
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま

し
た
。
国
有
林
の
歴
史
を
示
す
貴
重
な
財
産
と

し
て
こ
こ
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
城
営
林
署
が
管
理
す
る
段
戸
国
有
林
は
、

面
積
お
よ
そ
六
千
㌶
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
の
人
工

林
で
一
％
程
モ
ミ
、
ツ
ガ
の
天
然
林
を
学
術
参

考
と
し
て
残
し
て
あ
り
ま
し
た
。

　

入
山
は
飯
田
線
本
長
篠
駅
で
、
私
鉄
田
口
鉄

道
に
乗
換
え
鳳
来
寺
、
田
峰
駅
な
ど
を
経
、
終

点
田
口
駅
を
利
用
、
田
峰
、
田
口
駅
か
ら
は
林

鉄
の
世
話
に
な
り
、
先
は
徒
歩
で
し
た
。「
山

は
歩
い
て
観
察
せ
よ
。」
と
よ
く
云
わ
れ
ま
し

た
。

　

田
峰
か
ら
三
都
橋
、
団
子
島
、
鰻
沢
ま
で
の

林
鉄
を
管
理
し
て
い
る
豊
邦
担
当
区
団
子
島
事

業
所
に
勤
務
し
た
の
は
、
昭
和
二
十
八
年
か

ら
三
十
一
年
の
三
年
三
ヶ
月
で
し
た
。
事
業
所

は
、
田
峰
か
ら
十
三
㌔
㍍
、
栃
洞
支
線
の
分
岐

点
、
北
設
楽
郡
段
領
村
豊
邦
に
あ
り
、
笠
井

島
、
団
子
島
、
桑
平
の
集
落
が
あ
っ
て
林
鉄
は

集
落
の
中
を
通
っ
て
お
り
ま
し
た
。
集
落
に
は

小
中
併
設
の
学
校
が
あ
り
、
三
十
戸
足
ら
ず
の

交
通
不
便
な
山
間
で
す
。
人
々
は
歩
く
こ
と
は

気
に
せ
ず
当
然
な
こ
と
と
諦
め
て
い
た
様
で

す
。

　

林
鉄
は
、
人
々
の
生
活
と
深
く
係
わ
り
を
も

つ
存
在
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
地
方
で
は
、
伐
倒
・
玉
切
・
剥
皮
し
任

意
の
場
所
へ
集
積
（
り
ん
積
）
ま
で
が
杣
の
仕

事
で
、
木
材
の
乾
燥
を
ま
っ
て
、
木
馬
、
木
寄

な
ど
の
手
法
で
林
鉄
ま
で
出
し
、
田
峰
土
場
へ

運
搬
、
椪
積
し
販
売
さ
れ
て
お
り
、
鉄
道
の
貨

車
で
消
費
地
へ
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

林
鉄
の
ト
ロ
は
掘
田
式
ブ
レ
ー
キ
で
乗
り
下

げ
、
三
都
橋
か
ら
田
峰
工
場
ま
で
機
関
車
で
牽

引
し
て
お
り
ま
し
た
。
満
載
の
木
材
の
上
で
ブ

レ
ー
キ
の
ロ
ー
プ
を
捌
き
な
が
ら
、
レ
ー
ル
の

軋
む
音
を
残
し
カ
ー
ブ
で
見
え
な
く
な
る
ト
ロ

の
無
事
を
願
っ
た
も
の
で
す
。

　

幌
つ
き
エ
ン
ジ
ン
搭
載
の
自
動
ト
ロ
が
配
置

さ
れ
便
利
に
な
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
し
た
。

　

事
業
所
は
、
車
輌
運
行
の
調
整
役
を
担
っ
て

お
り
、
調
整
頻
度
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

無
断
で
ト
ロ
を
乗
り
下
げ
る
不
届
き
者
も
あ

り
、
か
な
り
緊
張
す
る
毎
日
で
し
た
。
夜
中
に

火
傷
の
人
や
病
人
、
助
産
婦
の
迎
え
な
ど
急
を

要
す
る
要
請
に
も
何
度
か
応
え
て
き
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
係
わ
り
、
職
務
と
の
兼
ね
合
い
に

悩
み
ま
し
た
が
、
十
三
㌔
㍍
歩
い
て
逢
い
に
来

て
く
れ
た
彼
女
の
勇
気
に
感
激
、
励
ま
さ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
三
十
一
年
春
結
婚
荷
物
、
秋
の
転
勤

引
っ
越
し
等
、
林
鉄
の
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
林
鉄
も
車
道
工
事
の
土
砂
運
搬
を
最
後
に

役
割
を
終
え
ま
し
た
。

　

古
川
営
林
署
担
当
区
主
任
に
赴
任
し
、
最
初

の
仕
事
が
軌
道
敷
払
下
げ
で
し
た
。

　

引
越
十
三
回
つ
き
あ
っ
て
く
れ
た
女
房
と
の

第
一
歩
が
森
林
鉄
道
の
終
わ
る
頃
で
、
感
無
量

で
す
。

［
木
曽
署 

薮
原
森
林
事
務
所
］

首
席
森
林
官　

野
尻　

靖

　

薮
原
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
木
曽
郡
木
祖

村
に
所
在
し
、
約
七
九
〇
〇
㌶
の
国
有
林
野
を

管
理
し
て
い
ま
す
。

　

木
祖
村
は
、
木
曽
川
「
源
流
の
里
」
と
し

て
、
森
林
の
機
能
を
発
揮
し
、
多
く
の
国
民
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

木
曽
川
下
流
域
の
愛
知
県
日
進
市
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
は
、
下
流
の
水
は
上
流
の
森
林
の
恩
恵
で
あ

る
と
の
格
別
な
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
毎
年
、

分
収
造
林
（
平
成
日
進
の
森
林
）
や
村
有
林
等

に
お
い
て
、
関
係
者
・
一
般
市
民
等
合
同
で
森

林
整
備
を
し
て
、
上
流
・
下
流
の
交
流
に
よ
る

絆
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
「
鉢
盛
山
」（
標
高
二
、四
四
六
㍍
）
は
、
松

本
市
、
朝
日
村
と
境
を
な
し
、
太
平
洋
と
日
本

海
の
分
水
嶺
で
、
木
祖
村
側
は
、
木
曽
川
の
源

頭
部
と
な
っ
て
お
り
、
鉢
盛
山
コ
メ
ツ
ガ
等
林

木
遺
伝
資
源
保
存
林
に
指
定
さ
れ
、
貴
重
な
自

然
環
境
が
保
全
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
頂
の
少
し

北
の
地
点
か
ら
は
、
穂
高
連
峰
、
御
嶽
、
乗

鞍
、
浅
間
山
、
松
本
平
な
ど
を
眺
望
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

木
曽
川
源
流
部
に
あ
た
る
「
水
木
沢
天
然

林
」
は
、
木
曽
ヒ
ノ
キ
・
サ
ワ
ラ
・
ネ
ズ
コ
の

中
に
ブ
ナ
が
生
育
し
て
い
る
貴
重
な
森
林
で
、

郷
土
の
森
と
し
て
、
木
祖
村
と
協
定
を
締
結

し
、
歩
道
が
整
備
さ
れ
、
入
林
者
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
す
。
赤
沢
自
然
休
養
林
と
は
ひ
と
味
違

う
趣
が
あ
る
の
で
、
是
非
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

　

木
材
生
産
、
森
林
整
備
は
、
人
工
林
ヒ
ノ

森
林
鉄
道
の
終
わ
る
頃

元
高
山
営
林
署
　
古
川 

精
次
氏

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

鉢盛山

団子島13km地点�栃洞支線分岐

伐採現場（りん積）
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キ
、
カ
ラ
マ
ツ
が
中
心
で
す
が
、
木
祖
村
の
人

工
林
の
約
六
割
を
カ
ラ
マ
ツ
が
占
め
、
な
か
な

か
間
伐
等
森
林
整
備
が
進
ま
な
か
っ
た
と
こ

ろ
、
今
年
締
結
さ
れ
た
「
木
曽
谷
流
域
森
林
整

備
推
進
協
定
」
に
基
づ
き
、
薮
原
土
場
の
一
部

を
木
曽
官
材
市
売
共
同
組
合
に
貸
付
し
、
民
有

林
材
も
受
入
れ
、
流
通
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
民
国
連
携
し
た
木
材
利
用
及
び
森

林
整
備
の
活
性
化
に
期
待
が
か
か
っ
て
い
ま
す

（
８
月
号
Ｐ
８
参
照
）。

　

管
内
の
森
林
を
み
る
と
、
ヘ
リ
集
材
の
活
用

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
林
道
に
近
い
好
条
件
で

搬
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
林
分
が
非
常
に
少
な

く
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
の
木
材
生
産
と
森

林
整
備
を
よ
り
計
画
的
、
低
コ
ス
ト
で
効
率
化

す
る
た
め
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
な

が
ら
総
合
的
に
施
業
し
て
い
く
こ
と
が
要
求
さ

れ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。
本
数
調
整
伐
の
対
象

林
分
に
も
良
質
な
ミ
ズ
メ
や
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
な

ど
の
有
用
広
葉
樹
も
数
多
く
生
育
し
て
お
り
、

す
べ
て
植
栽
木
を
優
先
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、

常
に
需
要
や
市
況
の
情
報
を
把
握
し
な
が
ら
、

木
材
利
用
の
活
性
化
と
健
全
な
森
林
を
造
る
た

め
、
将
来
的
な
視
野
で
森
林
を
育
成
さ
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

「
や
ぶ
は
ら
高
原
ス
キ
ー
場
」
の
一
部
に
国
有

林
野
が
活
用
さ
れ
て
お
り
、
北
斜
面
の
良
質
な

パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
と
変
化
の
あ
る
ゲ
レ
ン
デ
で

人
気
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

木
祖
村
は
、
と
に
か
く
行
事
・
イ
ベ
ン
ト

が
多
い
と
こ
ろ
で
、
人
が
温
か
く
、
活
力
み
な

ぎ
る
と
こ
ろ
で
す
。
情
報
交
換
や
交
流
を
通
じ

て
局
管
内
に
も
よ
く
み
ら
れ
る
酒
席
森
林
官
と

化
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
倫
理
規
程
に
抵
触
す

る
行
為
は
し
て
い
な
い
の
で
ご
安
心
を
（
笑
）。

　

当
森
林
事
務
所
の
職
員
は
、
森
林
官
、
係
員

（
将
来
の
長
官
）、
森
林
技
術
員
三
名
（
現
場
の

経
緯
・
状
況
、
村
内
の
歴
史
等
頼
り
に
な
り
ま

す
。）
計
五
名
で
、「
ど
ん
な
に
多
忙
・
困
難
な

場
面
で
も
楽
し
く
や
ろ
う
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
健

康
と
安
全
第
一
で
明
る
く
業
務
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で
楽
し
み
な
が
ら

国
有
林
及
び
地
域
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

中
部
森
林
管
理
局
人
事

 

十
一
月
三
十
日
付

▽
休
職
（
木
曽
署 

森
林
技
術
員
）

　
（
平
成
二
十
七
年
一
月
四
日
ま
で
更
新
）

 

安
原　

清
文

▽
休
職
（
木
曽
署 

森
林
技
術
員
）

　
（
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
日
ま
で
更
新
）

 

牛
丸　

政
治

▽
休
職
（
南
木
曽
支
署  

森
林
技
術
員
）

　
（
平
成
二
十
七
年
二
月
十
三
日
ま
で
更
新
）

 

下
林　

浩
二

◎
森
林
管
理
局
事
業
担
当
課
長
会
議

　

1
月
22
日
～
23
日　

林
野
庁

◎
中
部
森
林
技
術
交
流
発
表
会

　

1
月
28
日
～
29
日　

中
部
局

人
の
う

ご
き

薮原土場の様子 ヘリコプター集材の様子

やぶはら高原スキー場

水木沢天然林源頭部（筆者は右から二人目）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
故
　
安
原 

清
文 

氏

　

木
曽
署�

薮
原
森
林
事
務
所�

森
林
技
術
員

　
森
林
技
術
員 

安
原
清
文
氏
（
五
十
八
歳
）

は
十
二
月
六
日
に
、
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
安
原
氏
は
、
王
滝
営
林
署
、
木
曽
森
林

管
理
署
に
勤
務
さ
れ
、
活
躍
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
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「
黒
曜
の
水
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
、
和
田
峠
の
黒
曜
の
水
は
、
超
軟

水
で
腐
ら
な
い
水
と
し
て
、
昔
か
ら
水
道
水
源

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
水
場
は
新
和

田
ト
ン
ネ
ル
料
金
所
近
く
に
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
遠
方
か
ら
も
黒
曜
石
に
よ
り
濾
過
さ
れ

た
名
水
を
求
め
多
く
の
方
が
汲
み
に
訪
れ
て
い

ま
す
。

◆
鷹
山
（
た
か
や
ま
）
遺
跡
群

　

大
門
川
支
流
の
鷹
山
川
上
流
の
盆
地
状
の
地

形
に
い
く
つ
か
の
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
点
在

し
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
鷹
山
遺
跡
群

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
遺
跡
は
、
地
元
研
究
者
で
あ
っ
た
児
玉

司
農
武
氏
（
同
町
大
門
出
身
）
に
よ
り
発
見
さ

れ
、
黒
曜
石
原
産
地
に
お
け
る
旧
石
器
時
代
の

活
動
の
痕
跡
が
次
第
に
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
に
な
っ
て
、
近
く
の

星
糞
（
ほ
し
く
そ
）
峠
一
帯
で
縄
文
時
代
の
黒

曜
石
の
採
掘
跡
が
確
認
さ
れ
、
星
糞
峠
黒
曜
石

原
産
地
遺
跡
（
国
史
跡
）
と
し
て
現
在
も
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

黒
曜
石
や
遺
跡
に
興
味
の
あ
る
方
、
石
器
作

り
を
体
験
し
た
い
方
は
鷹
山
地
籍
に
黒
曜
石
体

験
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
、
一
度
訪

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
長
久
保
宿
と
本
陣
（
町
指
定
文
化
財
）

　

長
久
保
宿
は
慶
長
七
年
の
中
山
道
制
定
に
伴

い
真
田
氏
の
支
配
下
に
よ
り
宿
場
が
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
寛
永
八
年
の
大
洪
水
に
よ
り
、
宿
場

を
現
在
の
地
へ
移
し
、
本
陣
・
問
屋
を
中
心
に

東
西
方
向
に
「
竪
（
た
て
）
町
」
が
、
宿
が
賑

わ
う
に
つ
れ
て
「
横
町
」
が
形
成
さ
れ
特
異
な

Ｌ
字
型
の
町
並
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
時
は
四
十
軒
前
後
の
旅
籠
屋
が
軒
を
連

ね
、
中
山
道
信
濃
二
十
六
宿
の
中
で
は
塩
尻
宿

に
次
ぐ
規
模
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
長
久
保
宿
に
あ
る
本
陣
は
真
田
幸
村

（
二
〇
一
六
年
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
主

人
公
）
の
娘
が
嫁
い
だ
と
さ
れ
る
石
合
家
が
勤

め
、
現
存
す
る
遺
構
は
御
殿
と
表
門
が
あ
り
、

御
殿
は
十
七
世
紀
後
半
の
構
築
と
推
定
さ
れ
中

山
道
中
で
は
、
最
古
の
本
陣
遺
構
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

◆
公
共
建
築
物
へ
の
地
域
材
利
用

　

町
は
積
極
的
に
長
和
町
の
自
然
の
中
で
育
っ

た
地
域
産
の
木
材
利
用
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
年
十
月
に
竣
工
し
た
長
和
町
の
統
合
保
育
園

（
な
が
と
保
育
園
）
は
「
自
然
の
懐
に
抱
か
れ
、

太
陽
の
恵
み
、
風
の
流
れ
、
木
々
の
ぬ
く
も
り

を
感
じ
…
」
と
の
設
計
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
り
地

元
産
カ
ラ
マ
ツ
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
て
建
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

構
造
材
の
約
七
割
は
、
町
産
材
で
あ
り
、
高

齢
級
の
国
有
林
材
は
要
所
に
柱
材
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
町
で
は
役
場
庁
舎
の
新
築
に
着
手
し

て
お
り
、
引
き
続
き
地
域
産
の
木
材
利
用
を
進

め
る
な
ど
歴
史
に
息
づ
い
た
ふ
る
さ
と
創
り
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。　

　

長
和
町
は
長
野
県
の
中
東
部
、
小
県
郡
の
南

部
に
位
置
し
、
平
成
十
七
年
十
月
に
長
門
町
と

和
田
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
町
名
は
両
町
村

の
頭
文
字
よ
り
命
名
さ
れ
ま
し
た
。

◆
豊
富
な
水
の
町

　

町
内
和
田
地
区
の
旧
中
山
道
沿
い
に
は
、
湧

き
水
を
中
心
と
し
た
水
呑
場
が
、
み
ど
こ
ろ
と

し
て
各
地
に
設
置
さ
れ
、
気
軽
に
美
味
し
い
水

を
飲
む
こ
と
が
で
き
、
水
明
の
里
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
四
季
を
通
じ
て
豊
か
な
水
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
な
か
で
も
中
山
道
の
難
所
で
あ
っ
た
和

田
峠
周
辺
は
、
黒
曜
石
の
産
地
と
し
て
全
国
的

に
も
有
名
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
湧
出
す
る
水
は黒曜の水（水場）

ブランシュたかやまスキー場から星糞峠を望む

長久保宿本陣

な
が
と
保
育
園
園
舎
と

絵
本
広
場（
左
）


